
 

1 

 
 

 

江
戸
城
本
丸
炎
上 

 

釈
文 

史
料
Ａ 

天
保
十
五
年
辰
上
年 

御
本
丸
炎
上
一
件 

①  

天
保
十
五
辰
五
月
十
日
朝
六
時
頃 

御
本
丸
出
火
に
付
、
急
登 

城
い
た
し
候
間
、
長
局
よ
り
出
火
い
た
し
候
由
、
火
勢 

甚
強
候
間
、
早
々
町
火
消
共
呼
上
げ
、
武
士
方 

人
数
并
町
火
消
共
精
々
相
働
、
消
防
致
し 

候
得
共
、
火
勢
烈
敷
、
御
廣
敷
向
・
御
臺
所 

向
・
御
納
戸
口
・
中
之
口
一
圓
焼
募
、
御
玄
関 

大
廣
間
辺
迄
暫
時
火
移
、
御
長
屋
御
門
・ 

御
掃
除
部
屋
・
御
小
人
目
付
詰
所
腰
懸
・
御
書 

院
番
所
へ
焼
出
し
、
御
玄
関
前
、
御
多
門
御
焼 

失
、
同
所
に
て
火
鎮
申
候
、
大
奥
向
御
殿
向
・
長
局 

迄
不
残
炎
上
、
富
士
見
御
宝
蔵
御
櫓
等
は 

御
別
条
無
御
座
、
右
の
段
、
御
届
と
し
て
御
城
内 

通
り
、
西
丸
へ
登
城
い
た
し
、
御
老
中
方
へ 

御
届
申
上
、
夫
よ
り
炎
上
跡
見
廻
り
、
九
時
退
出 

い
た
し
候 

②  

    

今
日
火
事
に
付
、 

公
方
様
・
右
大
将
様
為
伺
御
機
嫌
、 

明
十
一
日
、
西
丸
へ
惣
出
仕
有
之
候
間
、
四
時 

登
城
可
有
之
候 

 
 

但
病
気
・
幼
少
の
面
々
は
、
月
番
の 

 
 

老
中
山
城
守
へ
、
以
使
者
御
機
嫌 

可
被
相
伺
候
、
且
又
在
國
在
邑
の 

面
々
は
飛
札
可
被
差
越
候 

右
の
趣
可
被
相
触
候 

五
月
十
日 

   

御
本
丸
炎
上
に
付 

公
方
様
西
丸
へ
被
為 

入
候
に
付
、
御
礼
事
等
都
て
、
是
迠 

御
本
丸
に
て
老
中
謁
候
分
は
、
於
西
丸 

③  

老
中
謁
候 

一 

一
位
様
に
も
西
丸
御
廣
敷
へ
被
為
入
候 

右
の
通
向
々
へ
可
被
達
候 

五
月
十
日 

    

 
 

御
本
丸
炎
上
に
付
、
詰
番
の
諸
役
人
并
當 

番
の
御
番
方
、
西
丸
へ
相
詰
候
様
、
向
々
へ 

不
洩
様
可
被
達
候 

 
 

五
月 

   

御
本
丸
御
焼
失
跡
為
取
片
付
、
明
十
一
日
よ
り 

辰
五
月
十
日 

備
前
守
殿
御
渡
、
松
平
豊
前
守
よ
り
写
受
取
、
當
番
は
外
五
ヶ
所
へ
達
す 

大
目
付
へ 

右
同
断 

大
目
付
へ 

 
 

 
 

右
同
断 

大
目
付 

御
目
付 

へ 

御
目
付
へ 

辰
五
月
十
日
、
堀
伊
賀
紙
へ
差
越
、
年
番
當
番
へ
達
す
（
以
下
不
明
） 

 
 

 

町
奉
行
衆 

 
 

 

御
作
事
奉
行 
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町
人
足
五
百
人
宛
、
日
々
御
場
所
へ
、
明
け
六 

半
時
相
揃
候
様
、
御
断
申
上
候
間
、
此
段
御
達 

申
候
、
以
上 

五
月
十
日 

④  

   

御
本
丸
御
殿
向
其
外
御
焼
失
跡
、
為
取
片
付 

候
に
付
、
町
人
足
五
百
人
宛
、
明
十
一
日
よ
り
、
日
々 

御
場
所
へ
相
揃
候
様
、
大
炊
頭
殿
へ
申
上
候
段 

御
達
申
候
と
処
、
町
人
足
の
儀
は
難
相
成
趣 

被
仰
出
に
付
、
此
段
御
断
返
御
達
申
候
、
以
上 

   

御
本
丸
炎
上
跡
、
火
鎮
方
取
片
付
御
用 

に
付
、
人
足
方
松
本
俵
四
郎
よ
り
、
人
足
雇
方 

の
儀
掛
合
次
第
、
差
支
無
之
様
、
多
人
数 

差
出
候
様
、
町
方
へ
御
達
有
之
候
様
致
度
、 

此
段
御
達
申
候
、
以
上 

辰
五
月 

     

⑤  今
十
日 

御
本
丸
御
焼
失
に
付
、
古
金
銀
引
替
方 

の
儀
、
當
分
見
合
候
様
、
土
大
炊
頭
殿
へ
伺 

の
上
、
後
藤
三
右
衛
門
銀
座
年
寄
へ
申
渡
候
間
、 

右
の
趣
、
引
替
方
の
者
へ
御
申
渡
有
之
候
様 

存
候
、
此
段
御
達
申
候 

辰
五
月 

   
 

 

 御
本
丸
炎
上
に
付
、
市
中
材
木
屋
共
所
持
の 

材
木
・
板
類
・
丸
太
并
山
挽
物
等
の
分
、
寸
間
巨
細 

取
調
、
直
段
附
い
た
し
、
早
々
御
差
越
有
之 

候
様
存
候
、
依
之
此
段
及
掛
合
候 

 

辰
五
月
十
一
日 

 

大
炊
頭
殿
へ
黒
沢
正
助
を
以
返
上 

     

 御
本
丸
御
焼
失
に
付
、
灰
取
片
付
取
掛
り
候
間 

⑥  御
銅
物
・
鉄
物
類
共
御
取
締
の
義
、
精
々 

申
付
、
役
々
無
油
断
申
含
、
向
寄
へ
取
集
方 

厳
重
に
取
調
候
得
共
、
御
場
廣
の
御
場
所
、
殊
に 

早
朝
よ
り
極
晩
迄
、
多
人
数
入
込
、
混
雑
仕
候 

 
 

 

町
奉
行
衆 

 
 

御
作
事
奉
行 

戸
川
播
磨
守 

榊
原
主
計
頭 

佐
々
木
脩
輔 

町
奉
行
衆 

 
 

 
 

立
田
岩
太
郎 

 
 

 

 
 

 

   

大
目
付
へ 

戸
川
播
磨
守 

町
奉
行
衆 

 
 

榊
原
主
計
頭 

 
 

 

大
目
付
へ 

大
炊
頭
殿 

御
本
丸
御
焼
失
跡
御
銅
物
類
買
留
町
触
の
儀 

申
上
候
書
付 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀 

伊
賀
守 

池
田
筑
後
守 

 
 

 
 

辰
五
月
十
一
日 

鍋
嶋
内
匠
頭
承
之 

 
 

大
目
付
へ 

 
 

 

町
奉
行
衆 

 
 

御
作
事
奉
行 
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間
、
焼
御
銅
物
・
鉄
物
類
と
も
、
當
分
の
内
、
買 

請
不
申
候
様
、
町
触
の
義
、
町
奉
行
へ
被
仰
渡 

御
座
候
様
仕
度
、
此
段
申
上
候
、
以
上 

辰
五
月 

 

辰
五
月
十
一
日
、
中
川
勘
三
郎
へ
達
す 

    

御
本
丸
御
焼
失
に
付
、
灰
片
付
取
掛
り
候
間 

焼
御
銅
物
・
鉄
物
類
共
、
買
取
申
間
敷
候 

若
右
御
銅
鉄
物
買
取
候
者
於
有
之
は 

吟
味
の
上
急
度
可
申
付
間
、
心
得
違
無
之 

様
可
致
候 

右
の
通
、
従
町
御
奉
行
所
被
仰
渡
候
間 

其
筋
渡
世
の
者
は
不
及
申
、
家
持
・
借
家
・ 

店
借
・
裏
々
迠
不
洩
様
、
早
々
可
相
触
候 

五
月
十
日 

⑦  

辰
五
月
廿
二
日
田
中
保
蔵
を
以
申
上
候 

     

鳥
居
甲
斐
守
組
与
力 

一 

金
五
百
両 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
五
人 

鍋
嶋
内
匠
頭
組
与
力 

 
 

 
 

 
 

二
十
五
人 

 
 

 

但
當
辰
来
巳
両
年
、
給
知
収
納
・
物
成
の
内
を
以 

 
 

 

両
度
に
上
納 

鳥
居
甲
斐
守
組
与
力

マ

マ

（
同
心
） 

一 

金
四
百
両 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
十
九
人 

鍋
嶋
内
匠
頭
組
与
力

マ

マ

（
同
心
） 

 
 

 
 

 
 

百
二
十
人 

 
 

 

但
當
辰
年
中
上
納 

右
は 

御
本
丸
炎
上
に
付
、
上
納
仕
度
段
、
組
与
力
同
心
ど
も 

奉
願
候
、
尤
組
与
力
共
儀
は
、
去
る
戌
年
三
月
、
西
丸 

御
普
請
の
節
、
高
百
俵
に
付
、
金
壱
両
弐
分
づ
ゝ
の 

割
合
を
以
上
納
金
被 

仰
付
候
儀
も
御
座
候
得
共
、
今
般
は
前
書
の
通
り 

同
心
共
も
相
願
候
に
付
、
是
又
奉
願
候
て
も
不
苦
候 

御
儀
に
可
有
御
座
候
哉
、
此
段
御
内
慮
奉
伺
候
、
以
上 

辰
五
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
居
甲
斐
守 

鍋
嶋
内
匠
頭 

⑧  

史
料
Ｂ 

本
丸
炎
上 

奥
女
中
焼
死 

五
月
十
日 

一 

寅
後
御
本
丸
御
焼
失
、
お
て
や
立
ち
の
き
行
衛
不
知
、
處
々
へ 

 
 

尋
出
す
、
不
知 

十
二
日 

 
 

御
城
よ
り
お
て
や
遺
骸
引
取
者
、
明
朝
御
門
明
き
前 

平
川
迠
可
差
出
、
其
向
よ
り
達
有
之 

十
三
日 未

明
、
馥
之
助
・
郁
太
郎
、
平
川
迠
引
取
に
遣
す
、
夜
に
入
帰
宅 

 

焼
御
銅
鉄
類
の
儀
に
付
町
触
写 

 
 

 

御
目
付
中 

 
 

 
鍋
嶋
内
匠
頭 

大
炊
頭
殿 

組
与
力
同
心
上
納
金
の
儀
に
付
御
内
慮
奉
伺
候
書
付 

鳥
居
甲
斐
守 

鍋
嶋
内
匠
頭 
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十
四
日 夜

に
入
法
名
来
る 

十
六
日 

一 

御
届
の
儀
、
本
康
へ
取
扱
呉
候
様
文
通
に
及
、
返
事
向
相
違
に
付
、 

夜
半
再
び
文
通
に
及
、
明
日
御
城
に
て
相
談
、
御
廣
敷
よ
り
文
通
可
被
致
旨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

返
事
来
る 

一 

本
康
宗
園
、
御
広
敷
よ
り
文
通
有
之
候
筈
の
処
、
遅
刻
に
付
、
否
承 

度
、
文
通
遣
す 

十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

返
事
来
る 

一 

本
康
宗
圓
、
御
廣
敷
よ
り
文
通
有
之
候
筈
の
處
、
延
刻
に
付
、
否
承 

度
、
文
通
遣
す 

十
八
日 

一 

本
康
宗
園
来
る
、
明
日
お
で
や
病
死
届
差
出
候
事
、
取
扱
呉
候 

儀
、
願
承
知
致
帰
、
尤
献
上
物
の
廻
状
持
参
、
即
刻
柴
田
へ
達
す 

十
九
日 

晴
夜
雨 

一 

お
て
や
病
死
届
差
出
候
趣
、
本
康
宗
園
よ
り
文
通
有
之' 

一 

御
奥
女
中
へ
も
御
届
差
出
、
親
類
中
・
組
合
向
・
両
隣
・
仲
間
・
弟
子
中
へ 

為
知
遣
す 

 
 

（
後
略
） 

 
 

史
料
Ｃ 

五
月
雨
の
か
が
み 

⑧ 

（
表
紙
裏
） 

こ
の
書
、
こ
と

事

に
あ
や
ま
り

誤

は
な 無

け
れ
ど
、
假 

名
遣
ひ
、
て
に
は
違
ひ
、
或
は
こ
と
ば

言

葉

の 

正
し
か
ら
ぬ
こ
と

事

、
多
き
を
止
る
お
も

思

ひ 

出
た
れ
ば
、
閑
を
得
て
直
す
べ
し 

左
衛
門
尉
聖
謨 

は
づ

恥

か
し
の 

筆
の
下
草 

か
き
あ
つ
け
（
め
） 

あ
や
ま
り

誤

多
き 

水
く
き

茎

の
あ
と

跡

 

本
文 

天
保
十
あ
ま

余

り
四
の
と
し

年

の
四
月
の
ま
つ

末

か
た

方

よ
り
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す

時

鳥

 

な 啼

く
、
五
月
雨

さ

み

だ

れ

に
う
ち

打

つ
ゞ

続

き
、
い
と
雨
が 勝

ち
な
る
空
な
り
け
る
が
、 

同
じ
八
日
夕
か
た

方

よ
り
、
わ 別

け
て
よ
す
が
ら

終

夜

お
や 止

み
な 無

う
ふ 降

り
け
る 

暁
が
た

方

に
、
わ 我

が
住
め
る
ほ
と
り

辺

な
る
火 ひ

防 ぶ
せ

の
は
し

走

る
官
邸
の 

鼓
の
お
と

音

に
夢
お
ど
ろ

驚

か
さ
れ
て
、
高
と
の

殿

に
登
り
み 見

し
に
、 

辰
巳
の
か
た

方

の
中
そ
ら

空

つ
ら

貫

ぬ
く
計

ば
か
り

焔
も
え
出
け
り
。 

こ 此

は 

大 お
お

御
城

み

し

ろ

の
か
た

方

に
や
と
、
う
ち
驚
て
従
者
共
よ 呼

び
起
ひ
て 

み
ち

道

行
か
り

仮

の
燈
か
ゝ

か

く

り

げ
よ
、
馬
に
く
ら

鞍

お
け

置

、
と
い 云

ひ
の
ゝ

罵

し
る
う
ち

内

、 

又
し
も
か
ね

鐘

と
鼓
と
打
交
て
、
火
防

ひ

ぶ

せ

の
人
催
す
声
き
こ

聞

 

え
、
こ
ゝ
ろ

心

せ
か
る
ゝ
ま
ゝ
に
、
馬
と
く

疾

走
ら
せ
て
、
雉
子
橋
の
辺
迄 

行
み 見

し
が
、
ま
が

粉

ふ
べ
う
あ
ら
ぬ
方
と
み 見

て
け
れ
ば
、
い 云

う
べ
く
も 

あ
ら
ず
、
お
ど
ろ

驚

か
れ
て
、
お
ぼ

覚

え
ず
鞭
鐙
を
合
せ
、
平
川
口
よ
り 

①  

も
う
登
り
け
れ
ど
、
猛
火
盛
り
て
、
常
の
か
よ

通

ひ
ぢ 路

の
行
べ
く
も 

あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
道 み

ち

か 変

へ
て
お 御

ほ
ん

本

表
な
る
御
門
よ
り
は
登
り
に
け
る 

（
中
略
） 

蓮
池
の
御
門
過
け
る
ほ
ど

程

、
常
の
お
ま

在

し
と
こ
ろ

所

の
方
や 

焼
に
け
む
、
其
け
し
き

景

色

み 見

え
て
、
い
と
ふ 降

り
し
き
る
雨
の
う
ち

内

に
、 

山
風
け
ふ
り

煙

を
ま 撒

き
う
つ
し
給
ふ
み 見

て
、
龍
の
首
を
起
す
が 
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こ
と

如

く
焔
天
を
こ
か

焦

し
て
燃
の
ぼ

上

り
、
な
み
な
み
の
火
に
は
き
か
ぬ
荒
い 磯

そ
の 

な
み

波

、
松
風
を
千
々
に
あ
つ

集

め
し
と
も
い 云

ふ
べ
き
や
け

焼

お
と
し
て
、
御
宝 

庫
に
程
近
き
弁
慶
や
ぐ
ら

櫓

て
ふ

と

云

う

高
と
の

殿

に
、
吹
な
び
か

靡

す
さ
ま

様

を 

弓
手
の
か
た

方

に
見
す
て

捨

つ
ゝ
、
こ
が
ね

黄

金

の
み
く
ら

御

蔵

の
前
に
行
し
に
、 

御
厨
の
前
な
る
殊
に
高
き
高
と
の

殿

に
御
台
所
前
三
重
の

お
や
ぐ
ら
と
申
也 

火
う
つ

移

り
て
、
ニ
の
丸
の
か
た

方

危
く
な
り
け
れ
ば
、
か 彼

の
か
た

方

に 

あ
り

在

つ
る
女
房
連
ニ
、
三
十
人
あ
ま

余

り
、
西
丸
の
か
た

方

へ
行
に
逢 

た
り
、
み
な

皆

か
る

軽

き
も
の

者

ゝ
さ
ま

様

に
て
、
肥
ふ
と

太

り
た
る
か
、
息
き 切

れ
行 

な
や

悩

む
を
、
懐
よ
り
も
の

物

取
出
し
て
あ
た

与

ふ
る
も
あ
れ
ば
、
又
ど
よ
め
き 

笑
ふ
も
あ
り
け
り
、
そ
こ
過
て
、
百
人
の
衛
士
が
守
り
と
こ
ろ

所

に 

来
け
る
ほ
ど

程

に
、
漸
ほ
の
〳
〵
と
明
初
て
、
御
玄
関
・
遠
侍
な
ど 

い
ふ

云

あ
た
り

辺

、

悉
こ
と
ご
と
く

火
に
成
て
、
御
書
院
御
門
の
わ
た
り

辺

也
く
ら

蔵

に 

南
北
の
町
奉
行
、
十
人
火
消
の
人
々
う
ち
の
ぼ

登

り
、
は
や

早

い
る 

⑨ べ
き
よ
う
も
あ
ら
ぬ
け
し
き

け

し

き

な
れ
ば
、
公
の
も
の

物

荷 に
な

ひ
て
、
き
ほ
ひ

気

負

 

走
る
人
な
ど
う
ち
つ
ど

集

ひ
、
い
ふ

云

べ
く
も
あ
ら
ぬ
を
、
辛
う
じ
て
お
し

押

 

わ
け

分

つ
ゝ
、
も
と

元

来
し
大
御
門
の
前
に
出
、
馬
に
う
ち

打

の
り

乗

け
る
に
、 

 
 

（
中
略
） 

は
じ

初

め
火
の
起
り
し
を 

み 見

し
時
、
宮
つ
か

仕

へ
せ
る
わ
が

我

娘
あ
り
、
曹
司

ぞ

う

し

よ
り
、
も
し
火 

の
過
ち
せ
し
こ
と

事

な
ら
ば
、
か
く

斯

と
お
も

思

ひ
定
め
し
事
の
あ
り
け
れ
ば
、 

い
か

如

何

に
と
尋
と 問

ひ
し
に
、
其

詳
つ
ま
び
ら
か

な
る
こ
と

事

は
あ
ら
ず
、
常
に 

娘
の
か
た

方

へ
も
の

物

持
ち
て
行
か 通

よ
ひ
す
る
男
の
来
り
て
、
火
の 

起
り
け
る
は
、
重
き
女
房
の
梅
渓

う
め
た
に

と
か
、

姉
あ
ね
が

小
路

こ

う

じ

と
か
の
曹
司 

な
り
と
、
人
の
い 云

ふ
を
き 聞

ゝ
し
と
か
た

語

り
、
は
た

将

 

わ
が

我

か
た

方

よ
り 

や
り
し
従
者
も
同
じ
様
に
い 云

ひ
て
、
娘
は
西
丸
へ
つ
ゝ
が

恙

な
う 

行
け
り
と
い 云

ひ
け
れ
ば
、
火
も
出
さ
ず
、
身
に
も
過
ち
あ
ら
ぬ
う 上

へ
は
、 

ま
た
い 云

ふ
べ
き
こ
と

事

も
あ
ら
ず
か
し
、
か
く
き 聞

ゝ
ぬ
れ
ば
、
ま
た
衣
・
調
度 

の
か
た

形

も
な 無

ふ
焼
し
ぞ
、
あ
た
ら

新

し
く
名
ふ
な
る
人
の
も
の

物

 

お
し
み

惜

す
る
こ
と

事

の
か
ぎ

限

り
な
さ
、
い
と
け
し

怪

か
ら
ず
な
ど

等

い 云

ひ
い
ま
し

戒

め
け
る 

 
 

 
 

 
 

（
中
略
） 

そ
の
時
南
北
の
町
奉
行
、
な
ん

何

と
多
く
の 

人
々
の
打
か 語

た
る
を
聞
に
、
き
の
ふ

昨

日

は
火
を
防
も
の
、
殊
に 

⑩ い
の
ち

命

お
し

惜

ま
ず
、
も
の
せ
し
か
ば
、
死
に
及
ぶ
も
あ
り

有

き
た
り
、
な
か

中

に 

も
み 御

厨

く
り
や
の
前
な
る
高
と
の

殿

に
、
先
を
あ
ら

争

そ
ひ
の
ぼ

登

り
、 

は
つ
か

僅

成
竹
の
梯
、
竿
〳
〵
つ
な

繋

ぎ
、
雨
に
な
め
ら
か

滑

な
る
軒 

の
瓦
よ
り
、
其
上
な
る
軒
端

の

き

は

へ
か 懸

け
、
お
の
れ

己

〳
〵
が
帯
を
と 解

き 

結
び
合
せ
、
梯
の
横
木
に
ま
と

纏

ひ
つ 付

け
、
梯
の
た
わ

撓

み 

倒
る
ゝ
を
防
ぎ
つ
ゝ
、
大
や
う

様

成
ま
と

纏

ひ
て
ふ

と

い

う

も
の

物

を
か
る

軽

げ
に
、 

打
か 担

つ
ぎ
て
、
い
と
も
上
な
る
楼
の
か
ゝ
り

懸

に
よ
ぢ
の
ぼ

登

り
、 

三
つ
ま
で

迄

ま
と
ひ

纏

建
な
ら

並

べ
、
火
の
も 燃

え
う
つ

移

る
を
、
恐
げ
も
な 無

く 
打
け 消

し
、
走
廻
り
し
は
、
よ
も
人
に
は
あ
ら
じ
と
、
あ
や

怪

し
ま
る
ゝ
こ
と

事

 

な
り
き
、
さ
れ
ば
、
ふ
み

踏

は
つ

外

ひ
て
お
ち

落

け
る
も
あ
り
け
れ
ど
、
少
も 

お
そ

恐

る
ゝ
も 者

の
な
か
り
き
、
弁
慶
や
ぐ
ら

櫓

の
火
の
も
え

燃

出
、
そ
は
か
う
と 

み 見

え
け
る
時
、
火
に
つ
ゝ

包

ま
れ
ぬ
、
先
に
だ 誰

ぞ
退
き
走
ら
め
な
と 
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い 云

ひ
し
も
あ
れ
ど
、
町
奉
行
の
与
力
仁
杉

ひ
と
す
ぎ

八
右
衛
門
と
い
ふ
も 者

の
、 

火
を
け 消

す
こ
と

事

の
な
ら

成

ず
ば
、
死
す
る
ま
で

迄

の
事
也
、
い
ざ
や
死
な
む
と 

い 云

ひ
け
る
に
、
人
々
励
さ
れ
て
、
軒
端
は
さ
ら

更

也
、
う
ち

内

よ
り
も 

焔
吹
出
ぬ
る
ほ
ど

程

に
、
火
け 消

し
か
り
し
を
も
、
つ 終

ひ
に
消
え
て
、 

ほ
ど

程

近
き
御
宝
庫
も
火
を
の
が

逃

れ
、
か
し
こ

彼

処

に
あ 有

り
け
る
古
き 

お
ほ
ん

御

本

宝
も
、
つ
ゝ
が

恙

な
か
り
け
る
な
ど
、
或
者
よ 世

に
つ
た

伝

え
給
ふ
、（
後
略
） 

⑨ ② 

史
料
Ｃ 

五
月
雨
の
か
が
み 

（
表
紙
裏
） 

こ
の
書
、
こ
と

事

に
あ
や
ま
り

誤

は
な 無

け
れ
ど
、
假 

名
遣
ひ
、
て
に
は
違
ひ
、
或
は
こ
と
ば

言

葉

の 

正
し
か
ら
ぬ
こ
と

事

、
多
き
を
止
る
お
も

思

ひ 

出
た
れ
ば
、
閑
を
得
て
直
す
べ
し 

左
衛
門
尉
聖
謨 

は
づ

恥

か
し
の 

筆
の
下
草 

か
き
あ
つ
け
（
め
） 

あ
や
ま
り

誤

多
き 

水
く
き

茎

の
あ
と

跡

 

本
文 

天
保
十
あ
ま

余

り
四
の
と
し

年

の
四
月
の
ま
つ

末

か
た

方

よ
り
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

な 啼

く
、
五
月
雨

さ

み

だ

れ

に
う
ち

打

つ
ゞ

続

き
、
い
と
雨
が 勝

ち
な
る
空
な
り
け
る
が
、 

同
じ
八
日
夕
か
た

方

よ
り
、
わ 別

け
て
よ
す
が
ら

終

夜

お
や 止

み
な 無

う
ふ 降

り
け
る 

暁
が
た

方

に
、
わ 我

が
住
め
る
ほ
と
り

辺

な
る
火 ひ

防 ぶ
せ

の
は
し

走

る
官
邸
の 

鼓
の
お
と

音

に
夢
お
ど
ろ

驚

か
さ
れ
て
、
高
と
の

殿

に
登
り
み 見

し
に
、 

辰
巳
の
か
た

方

の
中
そ
ら

空

つ
ら

貫

ぬ
く
計

ば
か
り

焔
も
え
出
け
り
。 

こ 此

は 

大 お
お

御
城

み

し

ろ

の
か
た

方

に
や
と
、
う
ち
驚
て
従
者
共
よ 呼

び
起
ひ
て 

み
ち

道

行
千
里
の
燈
か
ゝ

か

く

り

げ
よ
、
馬
に
く
ら

鞍

お
け

置

、
と
い 云

ひ
の
ゝ

罵

し
る
う
ち
、 

又
し
も
か
ね

鐘

と
鼓
と
打
交
て
、
火
防

ひ

ぶ

せ

の
人
催
す
声
き
こ

聞

 

え
、
こ
ゝ
ろ

心

せ
か
る
ゝ
ま
ゝ
に
、
馬
と
く

疾

走
ら
せ
て
、
雉
子
橋
の
辺
迄 

行
み 見

し
が
、
ま
が

粉

ふ
べ
う
あ
ら
ぬ
方
と
み 見

て
け
れ
ば
、
い 云

う
べ
く
も 

あ
ら
ず
、
お
ど
ろ
か
れ
て
、
お
ぼ
え
ず
鞭
鐙
を
合
せ
、
平
川
口
よ
り 

⑩ も
う
登
り
け
れ
ど
、
猛
火
盛
り
て
、
常
の
か
よ

通

ひ
ぢ 路

の
行
べ
く
も 

あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
道 み

ち

か 変

へ
て
お 御

ほ
ん

本

表
な
る
御
門
よ
り
は
登
り
に
け
る 

（
中
略
） 

蓮
池
の
御
門
過
け
る
ほ
ど

程

、
常
の
お
ま

在

し
と
こ
ろ

所

の
方
や 

焼
に
け
む
、
其
け
し
き

景

色

み 見

え
て
、
い
と
ふ 降

り
し
き
る
雨
の
う
ち

内

に
、 

山
風
け
ふ
り

煙

を
ま 撒

き
う
つ
し
給
ふ
み 見

て
、
龍
の
首
を
起
す
が 

こ
と

如

く
焔
天
を
こ
か

焦

し
て
燃
の
ぼ

上

り
、
な
み
な
み
の
火
に
は
き
か
ぬ
荒
い 磯

そ
の 

な
み

波

、
松
風
を
千
々
に
あ
つ

集

め
し
と
も
い 云

ふ
へ
き
や
け

焼

お
と
し
て
、
御
宝 

庫
に
程
近
き
弁
慶
や
ぐ
ら

櫓

て
ふ
高
と
の

殿

に
、
吹
な
び
か

靡

す
さ
ま

様

を 

弓
手
の
か
た

方

に
見
す
て
つ
ゝ
、
こ
が
ね

黄

金

の
み
く
ら

御

蔵

の
前
に
行
し
に
、 

御
厨
の
前
な
る
殊
に
高
き
高
と
の

殿

に
御
台
所
前
三
重
の

お
や
ぐ
ら
と
申
也 

火
う
つ

移

り
て
、
ニ
の
丸
の
か
た

方

危
く
な
り
け
れ
ば
、
か 彼

の
か
た

方

に 

あ
り

在

つ
る
女
房
連
ニ
、
三
十
人
あ
ま

余

り
、
西
丸
の
か
た

方

へ
行
に
逢 

た
り
、
み
な

皆

か
る

軽

き
も
の

者

ゝ
さ
ま

様

に
て
、
肥
ふ
と

太

り
た
る
か
、
息
き 切

れ
行 
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な
や

悩

む
を
、
懐
よ
り
も
の

物

取
出
し
て
あ
た

与

ふ
る
も
あ
れ
ば
、
又
ど
よ
め
き 

笑
ふ
も
あ
り
け
り
、
そ
こ
過
て
百
人
の
衛
士
が
守
り
と
こ
ろ

所

に 

来
け
る
ほ
ど

程

に
、
漸
ほ
う
〳
〵
と
明
初
て
、
御
玄
関
・
遠
侍
な
ど 

い
ふ

云

あ
た
り

辺

、

悉
こ
と
ご
と
く

火
に
成
て
、
御
書
院
御
門
の
わ
た
り

辺

也
く
ら

蔵

に 

南
北
の
町
奉
行
、
十
人
火
消
の
人
々
う
ち
の
ぼ

登

り
、
は
や

早

い
る 

⑪  

べ
き
よ
う
も
あ
ら
ぬ
け
し
き

け

し

き

な
れ
ば
、
公
の
も
の

物

荷 に
な

ひ
て
、
き
ほ
ひ

気

負

 

走
る
人
な
ど
う
ち
つ
ど

集

ひ
、
い
ふ

云

べ
く
も
あ
ら
ぬ
を
、
辛
う
じ
て
お
し

押

 

わ
け

分

つ
ゝ
、
も
と

元

来
し
大
御
門
の
前
に
出
、
馬
に
う
ち
の
り

乗

け
る
に
、 
 

 

（
中
略
） 

は
じ

初

め
火
の
起
り
し
を 

み 見

し
時
、
宮
つ
か

仕

へ
せ
る
わ
が

我

娘
あ
り
、
曹
司

ぞ

う

し

よ
り
、
も
し
火 

の
過
ち
せ
し
こ
と

事

な
ら
ば
、
か
く

斯

と
お
も

思

ひ
定
め
し
事
の
あ
り
け
れ
ば
、 

い
か

如

何

に
と
尋
と 問

ひ
し
に
、
其

詳
つ
ま
び
ら
か

な
る
こ
と

事

は
あ
ら
ず
、
常
に 

娘
の
か
た

方

へ
も
の

物

持
ち
て
行
か 通

よ
ひ
す
る
男
の
来
り
て
、
火
の 

起
り
け
る
は
、
重
き
女
房
の
梅
渓

う
め
た
に

と
か
、
姉

あ
ね
が

小
路

こ

う

じ

と
か
の
曹
司 

な
り
と
、
人
の
い 云

ふ
を
き 聞

ゝ
し
と
か
た

語

り
、
は
た
わ
が

我

か
た

方

よ
り 

や
り
し
従
者
も
同
じ
様
に
い 云

ひ
て
、
娘
は
西
丸
へ
つ
ゝ
が

恙

な
う 

行
け
り
と
い 云

ひ
け
れ
ば
、
火
も
出
さ
ず
、
身
に
も
過
ち
あ
ら
ぬ
う 上

へ
は
、 

ま
た
い 云

ふ
べ
き
こ
と

事

も
あ
ら
ず
か
し
、
か
く
き 聞

ゝ
ぬ
れ
ば
、
ま
た
衣
・
調
度 

の
か
た

形

も
な 無

ふ
焼
し
ぞ
、
あ
た
ら

新

し
く
名
ふ
な
る
人
の
も
の

物

 

お
し
み

惜

す
る
こ
と

事

の
か
ぎ

限

り
な
さ
、
い
と
け
し

怪

か
ら
ず
な
ど

等

い 云

ひ
い
ま
し

戒

め
け
る 

 
 

 
 

 
 

（
中
略
） 

そ
の
時
南
北
の
町
奉
行
、
な
ん

何

と
多
く
の 

人
々
の
打
か 語

た
る
を
聞
に
、
き
の
ふ

昨

日

は
火
を
防
も
の
、
殊
に 

⑫  

い
の
ち

命

お
し

惜

ま
ず
、
も
の
せ
し
か
ば
、
死
に
及
ぶ
も
あ
り

有

き
た
り
、
な
か

中

に 

も
み 御

厨

く
り
や
の
前
な
る
高
と
の

殿

に
、
先
を
あ
ら

争

そ
ひ
の
ぼ

登

り
、 

は
つ
か

僅

成
竹
の
梯
、
竿
〳
〵
つ
な

繋

ぎ
、
雨
に
な
め
ら
か

滑

な
る
軒 

の
瓦
よ
り
、
其
上
な
る
軒
端

の

き

は

へ
か 懸

け
、
お
の
れ

己

〳
〵
が
帯
を
と 解

き 

結
び
合
せ
、
梯
の
横
木
に
ま
と

纏

ひ
つ 付

け
、
梯
の
た
わ

撓

み 

倒
る
ゝ
を
防
ぎ
つ
ゝ
、
大
や
う

様

成
ま
と

纏

ひ
て
ふ
も
の

物

を
か
る

軽

げ
に
、 

打
か 担

つ
ぎ
て
、
い
と
も
上
な
る
楼
の
か
ゝ
り
に
よ
ぢ
の
ぼ

登

り
、 

三
つ
ま
で
ま
と
ひ

纏

建
な
ら

並

べ
、
火
の
も 燃

え
う
つ

移

る
を
、
恐
げ
も
な 無

く 

打
け 消

し
、
走
廻
り
し
は
、
よ
も
人
に
は
あ
ら
じ
と
、
あ
や

怪

し
ま
る
ゝ
こ
と

事

 

な
り
き
、
さ
れ
ば
、
ふ
み

踏

は
つ

外

ひ
て
お
ち

落

け
る
も
あ
り
け
れ
ど
、
少
も 

お
そ

恐

る
ゝ
も 者

の
な
か
り
き
、
弁
慶
や
ぐ
ら

櫓

の
火
の
も
え
出
、
そ
は
か
う
と 

み 見

え
け
る
時
、
火
に
つ
ゝ

包

ま
れ
ぬ
、
先
に
だ 誰

ぞ
退
き
走
ら
め
な
と 

い 云

ひ
し
も
あ
れ
ど
、
町
奉
行
の
与
力
仁
杉

ひ
と
す
ぎ

八
右
衛
門
と
い
ふ
も 者

の
、 

火
を
け 消

す
こ
と

事

の
な
ら

成

ず
ば
、
死
す
る
ま
で

迄

の
事
也
、
い
ざ
や
死
な
む
と 

い 云

ひ
け
る
に
、
人
々
励
さ
れ
て
、
軒
端
は
さ
ら

更

也
、
う
ち

内

よ
り
も 

焔
吹
出
ぬ
る
ほ
ど

程

に
、
火
け 消

し
か
り
し
を
も
、
つ 終

ひ
に
消
え
て
、 

ほ
ど

程

近
き
御
宝
庫
も
火
を
の
が

逃

れ
、
か
し
こ

彼

処

に
あ 有

り
け
る
古
き 

お
ほ
ん
宝
も
、
つ
ゝ
が

恙

な
か
り
け
る
な
ど
、
或
者
よ 世

に
つ
た

伝

え
給
ふ
、
（
後
略
） 
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